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１月１５日号

　
市
で
は
、
印
旛
高
校
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
、
公
募
市
民
や
関
係
市
民

団
体
か
ら
な
る
印
旛
高
校
跡
地
活
用

検
討
市
民
会
議
か
ら
の
提
案
書
や
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
作
成
し
た
「
印
旛
高
校
跡
地
活
用

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
印
旛
高
校

跡
地
活
用
基
本
設
計
の
作
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　
昨
年
　
月
4
日
に
は
、
地
域
市
民

11

説
明
会
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業

の
伸
展
に
伴
い
、
平
成
　
年
24

　
月
　
日
か
ら
千
葉
ニ
ュ
ー

12

26

タ
ウ
ン
中
央
駅
北
東
側
の
区

域
（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
8

住
区
お
よ
び
9
住
区
）が「
鹿

黒
南
一
丁
目
～
五
丁
目
お
よ

び
泉
野
一
丁
目
～
三
丁
目
」

と
い
う
新
し
い
住
所
の
表
示

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
住
所
表
示
に
つ
い

て
は
、
印
西
市
住
所
表
示
審

議
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、

　
月
の
定
例
市
議
会
で
議
決

12を
経
て
、
決
定
し
た
も
の
で

す
。
　
な
お
、
今
回
の
変
更
に
伴

い
、
当
該
区
域
に
住
所
を
有

す
る
人
の
住
所
も
変
更
と
な

り
ま
す
。

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯

内
線
4
3
6
・
4
3
7
）。

し
た
。

　
こ
の
度
、
基
本
設
計
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
基
本
設
計
は
、
市
民
会
議
か
ら
の

提
案
要
旨
で
あ
る
基
本
的
な
考
え
方

の
「
誰
も
が
利
用
で
き
、
多
世
代
の

交
流
が
創
出
さ
れ
、
次
世
代
の
夢
を

育
む
場
と
し
て
の
活
用
」、「
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
活
用
」
な
ど
を
基

本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
高
校
跡
地
に
お
い
て
実
施

を
予
定
す
る
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

は
「
印
旛
高
校
跡
地
活
用
事
業
の
概

要
」
お
よ
び
「
印
旛
高
校
跡
地
活
用

基
本
設
計
図
」
の
と
お
り
で
す
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
）。

　
今
後
、
各
跡
地
活
用
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
実
施
計
画
な
ど
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
適
宜
、
詳

細
な
設
計
作
業
や
整
備
工
事
な
ど
を

進
め
る
予
定
で
す
。

■問 
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
班
（
緯
内
線
4
6
3
）。

「鹿黒南一丁目～五丁目および泉野一丁目～三丁目」が
新たな住所表示として決定

内容事業名
印旛高校跡地内の旧校舎跡（高台部）を中心に、優れた眺
望を活かした広場やイベント等の行える広場などを整備

①（仮称）木下交流の杜広場
　整備事業

児童の安全性、保育環境の向上を目的とした学童保育
施設の整備②学童保育施設整備事業

木下貝層（国指定天然記念物）を中心とした地域の歴
史資料を展示、保管する施設の整備

③歴史資料展示施設整備事
　業

フットサルやペタンクなどのスポーツを行える広場
の整備④スポーツ広場整備事業

木下保育園、大森保育園、大森幼稚園を統合した幼保
一体型施設の整備⑤幼保一体型施設整備事業

印旛高校跡地内の旧グラウンドを中心に、スポーツも
行える多目的な広場などの整備

⑥（仮称）木下交流の杜公園
　整備事業

内容事業名
既存の建物や温室を改修し、就農支援や園芸を通じた
市民交流等に活用できる施設の整備⑦農場活用事業

精神障がい者を対象とした作業所の整備。隣接する温室
等を活用して園芸や製作活動を通じて自立支援を行う

⑧就労サポートセンター
　整備事業

印旛高校跡地の活用に必要な市道５路線を整備⑨（仮称）木下交流の杜市道
　整備事業

印旛高校跡地の活用に必要な雨水排水施設の整備⑩手賀第二排水区整備事業

印旛高校跡地の活用に必要な汚水管の整備⑪木下地区汚水整備事業

印旛高校跡地の活用に必要な水道管の整備⑫（仮称）木下交流の杜水道
　管整備事業

胸印旛高校跡地活用事業の概要胸

 印
旛
高
校
跡
地
活
用
基
本
設
計
が
完
成

　市では「第2次印西市ごみ減量計画」
に基づき、ごみの減量化・資源化に取り
組んでおり、この計画では、家庭系の燃
やすごみを一人1日あたり約130ｇ減
らすことを目標にしています。
　それでは、130ｇはどれくらいの重さ
でしょうか。目安となる身近な物の重さ
は次のとおりです。
・新聞紙の朝刊（約170ｇ）・キュウリ（約
100ｇ）・ミカンの皮（約30ｇ）・レジ袋
大（約10ｇ）・紙コップ（約5ｇ）・割りば
し（約5ｇ）などとなっており、130ｇを
減らす場合、単純に計算するとキュウリ
とミカンの皮を合わせた重さになりま
す。
　普段、なにげなく受け取ったり、ごみ
として捨てたりしている物などを振り
返り、ごみを出さない生活を心がけま
しょう。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内
線383）。

ごみの分別大事典シリーズ浦

身近な物の重さご存じですか

　
1
月
1
日
付
け
で
、
副
市

長
に
髙
橋
諭
氏
（
　
歳
）
が

63

就
任
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
氏
は
、
昭
和
　
年
3

48

月
に
中
央
大
学
法
学
部
法
律

学
科
を
卒
業
後
、
同
年
4
月

に
千
葉
県
庁
に
入
庁
。

　
総
務
部
・
企
画
部
・
衛
生

部
・
土
木
部
・
企
業
庁
・
教

育
庁
な
ど
多
く
の
部
署
を
経

験
し
、
県
土
整
備
部
次
長
、

企
業
庁
管
理
部
理
事
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
3
月
に
県
庁
を

21

退
職
し
た
後
も
、
千
葉
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
常

務
理
事
、　
千
葉
県
消
防
協

（公財）

会
専
務
理
事
の
要
職
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
県
政
な
ど
の
豊
富
な
知
識

と
経
験
に
よ
る
髙
橋
氏
の
手

腕
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

副市長副市長にに
髙橋諭氏が就髙橋 諭氏が就任任

一人1日あたりの
ごみの減量目標

キュウリ
約（100g）

ミカンの皮
約（30g）

合計で約130gの減量に
ご協力くだサイ！

葛
1
月
か
ら
副
市
長
に
就
任

し
た
髙
橋
諭
氏

WWCC

うんてい



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　（
非
常
勤
職
員
）

胸
登
録
期
間
…
4
月
1
日
か
ら
平
成

　
年
3
月
　
日
ま
で
。

26

31

胸
勤
務
時
間
…
①
火
～
日
曜
日
の
週

2
～
4
日
程
度
（
シ
フ
ト
制
）。
午

前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
（
実

30

15

働
5
～
7
時
間
程
度
）
②
火
～
日
曜

日
の
週
3
日
程
度
。
午
前
8
時
　
分
30

～
午
後
5
時
　
分
（
実
動
4
～
7
時

15

間
程
度
）。

胸
勤
務
場
所
…
市
内
児
童
館
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
。

■内 
事
業
の
実
施
お
よ
び
補
助
、
親

子
・
児
童
へ
の
遊
び
の
指
導
や
相
談

な
ど
。

■対 
①
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資

格
を
有
す
る
人
。
②
看
護
師
資
格
を

有
す
る
人
。
①
②
と
も
に
、
市
内
児

童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ど

こ
で
も
勤
務
可
能
で
あ
る
こ
と

胸
賃
金
…
【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

時
給
1
街
0
2
0
円
【
看
護
師
】
時

給
1
街
1
4
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
履
歴
書
（
自

29

筆
で
写
真
張
り
付
け
）
と
保
育
士

証
・
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
・
看
護
師

免
許
の
写
し
を
、
子
育
て
支
援
課
・

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
・
子
ど
も
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
そ
う
ふ
け
児
童

館
・
い
ん
ば
児
童
館
・
滝
野
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
提
出
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
3
・
2
4
4
）。

歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
と
、
資
格

証
明
書
の
写
し
を
左
記
ま
で
郵
送
も

し
く
は
持
参
。

■問 
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
2
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
2
7
9
）。

市
登
録
手
話
通
訳
者
・

　
要
約
筆
記
者
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　（
非
常
勤
職
員
）

　
手
話
通
訳
等
派
遣
事
業
で
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
登
録
手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
お
よ
び
視
覚
障
が
い
で
、

一
人
で
外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
登
録

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

①
手
話
通
訳
者

■対 
市
内
在
住
で
、
手
話
通
訳
士
試
験

合
格
者
、
ま
た
は
全
国
手
話
通
訳
者

統
一
試
験
合
格
者
、
千
葉
県
手
話
通

訳
者
認
定
選
考
試
験
合
格
者
。

②
要
約
筆
記
者

■対 
市
内
在
住
で
、
千
葉
県
要
約
筆
記

奉
仕
員
登
録
試
験
合
格
者
。

③
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

■対 
視
覚
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者
養

成
研
修
を
終
了
し
た
者
。

【
①
～
③
共
通
】

胸
勤
務
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

胸
勤
務
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
5

時
（
う
ち
実
働
は
派
遣
依
頼
が
あ
っ

た
時
間
）。

胸
勤
務
場
所
…
公
的
機
関
、
医
療
機

関
な
ど
に
行
く
時
な
ど
、
社
会
生
活

上
必
要
な
場
合
。

■定 
各
職
種
と
も
若
干
名
。

胸
賃
金
…
①
②
は
9
1
0
円
～
1
街

0
1
0
円
③
は
8
2
0
円
～
8
8
0

円
（
い
ず
れ
も
通
勤
手
当
あ
り
）。

■申 
1
月
　
日
我
（
当
日
消
印
有
効
）

30

ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
（
自
筆
で

写
真
張
り
付
け
）、
合
格
証
・
修
了
証

ま
た
は
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左
記

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
募
集
要
項
は
、
左
記
窓
口
で
配
布

平成２５年（２０１３）１月１５日号（２）

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

（
非
常
勤
職
員
）

胸
勤
務
時
間
…
【
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
】
月
～
金
曜
日
・
午
前
9
時
～

午
後
2
時
で
週
3
日
【
保
健
師
】
水

曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
3
時
。

胸
勤
務
場
所
…
子
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
（
高
花
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）。

■内 
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
で
の
療
育

に
関
す
る
こ
と
。

■対 
健
康
で
明
る
く
子
ど
も
が
大
好
き

な
人
。

■定 
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
5
人
程
度
。

保
健
師
1
人
。

胸
賃
金
…
【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

時
給
1
街
0
2
0
円
【
保
健
師
】
時

給
1
街
1
8
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
履
歴
書
（
自

29

筆
で
写
真
張
り
付
け
）、
資
格
証
明

書
の
写
し
を
左
記
ま
で
提
出
。

■問 
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓40 
6

5
5
1
）。

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

　
　
　
　
　
　（
非
常
勤
職
員
）

①
少
人
数
学
習
指
導
員
…

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
複
数
の

教
師
が
協
力
し
て
指
導
）
や
少
人
数

指
導
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
に
当

た
り
ま
す
。

②
通
常
学
級
指
導
員
…
通
常
学
級

で
担
任
と
協
力
し
個
別
指
導
に
当
た

り
ま
す
。

【
①
②
共
通
】

■対 
教
員
免
許
を
有
す
る
人
。

胸
賃
金
…
時
給
1
街
2
1
0
円
。

③
特
別
支
援
学
級
介
助
員
…
特

別
支
援
学
級
で
担
任
と
協
力
し
個
別

の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

胸
賃
金
…
時
給
1
街
2
1
0
円
。

④
幼
稚
園
補
助
教
諭
…
担
任
と
協

力
し
園
児
の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

■対 
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
。

胸
賃
金
…
時
給
1
街
0
2
0
円
。

⑤
日
本
語
指
導
員
…
帰
国
子
女
な

ど
、
日
本
語
が
不
得
意
な
児
童
生
徒

の
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

■対 
外
国
語
が
話
せ
る
人
。

胸
賃
金
…
時
給
9
1
0
円
～
。

⑥
学
校
図
書
館
司
書
…
学
校
図
書

館
の
整
備
や
児
童
生
徒
の
読
書
活
動

推
進
に
関
す
る
業
務
に
当
た
り
ま
す
。

■対 
司
書
資
格
ま
た
は
司
書
教
諭
の
資

格
を
有
す
る
人
。

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
～
。

■他 
①
～
⑥
い
ず
れ
も
登
録
制
。

■申 
随
時
募
集
。

■問 
学
務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2

2
）。

介
護
支
援
専
門
員
（
非
常
勤
職
員
）

胸
勤
務
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

胸
勤
務
時
間
…
週
3
日
・
午
前
9
時

～
午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
1
時
は

休
憩
）。

胸
勤
務
場
所
…
市
介
護
福
祉
課
。

■内 
要
介
護
・
支
援
認
定
の
訪
問
調
査

な
ど
。

■対 
健
康
で
、　
歳
未
満
で
介
護
支
援

65

専
門
員
の
資
格
を
有
す
る
人
。

■定 
1
人
。

胸
賃
金
…
時
給
1
街
2
3
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■申 
1
月
　
日
俄（
必
着
）ま
で
に
、
履

28

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
2
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
2
6
9
）。

資
料
整
理
作
業
所
（
非
常
勤
職
員
）

胸
勤
務
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

胸
勤
務
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
4

時
（
週
3
日
程
度
）。

■内 
古
文
書
な
ど
の
資
料
整
理
（
力
仕

事
を
伴
う
）。

■対 
心
身
共
に
健
康
で
、
基
本
的
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
古
文
書
な
ど

の
資
料
整
理
に
関
し
て
実
務
経
験
を

有
す
る
者
。

■定 
2
人
。

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
。

■申 
1
月
　
日
牙
ま
で
に
履
歴
書
（
自

31

筆
で
写
真
張
り
付
け
）
を
左
記
ま
で

持
参
（
郵
送
不
可
）。

※
選
考
方
法
は
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
4
）。

印
西
市
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
委
員

　
市
で
は
、
健
康
増
進
や
食
育
推
進

な
ど
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
審
議
す

る
た
め
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
任
期
…
4
月
1
日
～
平
成
　
年
3

27

月
　
日
。

31
■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
健
康
づ

20

く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
で
、
平
日
の

昼
間
（
午
後
1
時
～
4
時
）
に
行
う

会
議
（
年
に
2
～
4
回
程
度
の
開
催

を
予
定
）
に
出
席
で
き
る
人
。

■定 
2
人
。

胸
報
酬
…
7
街
5
0
0
円
（
会
議
1

回
当
た
り
）。

■申 
2
月
　
日
画
（
必
着
）
で
、「
私

15

の
考
え
る
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
作
文
（
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

理
券
が
必
要
で
す
。

※
2
月
1
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
文

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　
出
演
…
堺
雅
人
、
仲
間
由
紀
恵
、

松
坂
慶
子
、
草
笛
光
子
ほ
か
。
監
督

…
森
田
芳
光
。

■時 
2
月
　
日
我
・
午
後
2
時
～
（
開

20

場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
整

※
一
般
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
1
人
ま
で
は
ひ
ざ
上
無
料
。

た
だ
し
、
座
席
を
ご
希
望
の
お
子
さ

ま
は
1
人
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
か
ら
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
で
確
認
を
実
施
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）
で
発
売
中
。

　
な
お
、
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電
話

予
約
受
付
中
。

　
出
演
者
は
、
嘉
門
達
夫
、
キ
ン
グ

オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
、

ラ
バ
ー
ガ
ー
ル
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
3
時
～
（
開

26

場
は
2
時
　
分
）。

30

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行

い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胸
出
演
…
川
久
保
賜
紀
（
バ
イ
オ
リ

ン
）・
村
治
佳
織
（
ギ
タ
ー
）。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演

20

（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
）
1
街

5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

■問 
文
化
ホ
ー
ル（
緯
碓４２ 
８
８
１
１
）

1／２０
（日）

川
久
保
賜
紀
＆
村
治
佳
織

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

１／２６
（土）

嘉
門
達
夫
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
＆

お
笑
い
ラ
イ
ブ

２／２０
（水）

　
ミ
リ
映
画
会
「
武
士
の
家
計
簿
」

16

募
集

パート英

紙
3
枚
以
内
、
ワ
ー
プ
ロ
可
）
お
よ

び
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
た
書
類
を

左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
選
考
結
果
は
後
日
通
知
。

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
2
7
印
西
市
大
森
2
3
5
6

―
3
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２５年（２０１３）１月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

噛
講
師
…
サ
ー
シ
ャ
・
ホ
ー
ル
氏

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
左

記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

食
育
講
演
会
と
意
見
交
換
会

　
健
康
で
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す

る
た
め
に
市
で
は
、「
印
西
市
食
育

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
食
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
演
会
と
意
見
交
換
会
で

は
、
農
業
・
企
業
・
教
育
機
関
・
子

育
て
関
係
機
関
な
ど
、
多
く
の
食
育

関
係
者
と
と
も
に
、
地
域
と
し
て
ど

ん
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
を
考
え
、

連
携
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
ま
す
。

　
食
育
に
関
心
の
あ
る
人
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
技

能
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
興
味
が
あ

れ
ば
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■時 
2
月
　
日
俄
・
午
後
1
時
　
分
～

18

45

4
時
　
分
（
受
け
付
け
は
1
時
　
分

30

30

～
）。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
・

　
　
　
　
　
　
　
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
お
よ
び
利
用
認

定
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
般
利
用
に
つ
い
て
は
利
用
認
定

証
取
得
者
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
公
民
館
・
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
2
月
　
日
臥
・【
教
室
】
午
後
5

16

時
～
6
時
　
分
、【
利
用
認
定
会
】
午

50

後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■定 
各
　
人
。

20

■他 
申
し
込
み
の
際
に
印
鑑
を
持
参
。

■申 
1
月
　
日
画
～
2
月
9
日
臥
に
申

18

込
書
を
左
記
ま
で
提
出
（
先
着
順
）。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

印
旛
郡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
個
人
戦
）

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

24

瀬
）。

■内 
【
講
演
】「
元
気
・
や
る
気
・
根

気
・
勇
気
を
育
て
る
　
食
育
の
す
す

め
」

噛
講
師
…
宮
島
則
子
氏
（
学
習
院
女

子
大
学
講
師
、
N
P
O
青
果
物
健
康

推
進
協
会
理
事
）。

※
意
見
交
換
会
あ
り
。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
2
月
8
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

N
P
O
法
人
設
立
講
座

　
N
P
O
法
人
に
な
る
と
何
が
違
う

の
か
、
こ
れ
か
ら
N
P
O
を
立
ち
上

げ
る
際
、
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
な

の
か
分
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

■時 
2
月
9
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
内
）。

■内 
N
P
O
法
人
設
立
の
メ
リ
ッ
ト
、

設
立
事
務
の
進
め
方
、
報
告
書
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
。

◆
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
行
政
書

士
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
2
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh

ie
n
ce
n
te
r

@
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

明
る
い
選
挙
書
き
初
め
展

　
市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

に
、
選
挙
に
対
し
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る

「
明
る
い
選
挙
書
き
初
め
」
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
我
～
2
月
5
日
峨
。

23

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
緯
内

線
4
4
2
）。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

胸
競
技
種
目
…
男
女
別
1
部
・
2

部
・
3
部
制
ダ
ブ
ル
ス
戦
。

※
参
加
は
一
人
1
種
目
。
各
種
目
と

も
4
チ
ー
ム
以
上
集
ま
ら
な
い
場
合

は
、
他
種
目
と
併
せ
て
実
施
。

■対 
①
印
旛
郡
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
中
学
生
以
上
の
審
判
が
で
き
る

人
。
②
オ
ー
プ
ン
参
加
の
場
合
は
高

校
生
以
上
。

※
1
部
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
参
加

可
能
。
2
・
3
部
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の

一
人
が
左
記
①
に
該
当
す
る
者
。

■定 
　
チ
ー
ム
。

80
■費 
印
旛
郡
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
は
一
人
1
街
0
0
0
円
。
オ
ー

プ
ン
参
加
は
一
人
1
街
5
0
0
円
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
住
所
・
氏

15

名
・
電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
明
記

し
、
は
が
き
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で

左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
印
旛
郡
市
内
在
勤
・
在
学
の
人
は
、

勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
も
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
鳥
羽
洋
志
（
〒
2
7
0
―
1
3
4

5
印
西
市
船
尾
1
0
7
1
・
緯
／
胃

碓46 
0
3
5
9
・
■メール in

zaib
ad
o
-th

@
e
tu
d
e
.o
cn
.n
e
.jp

）。

で
す
。
ぜ
ひ
活
動
を
見
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

■時 
2
月
7
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

10

　
時
　
分
。

12

30

■場 
松
山
下
公
園
駐
車
場
に
集
合
。

■対 
平
成
　
年
4
月
時
点
で
幼
稚
園
年

25

少
年
齢
の
子
と
親
（
応
相
談
）。

■他 
弁
当
、
飲
み
物
、
お
し
ぼ
り
、

シ
ー
ト
、
着
が
え
。

■申 
1
月
　
日
牙
ま
で
に
電
話
・
F
A

31

X
で
左
記
へ
。

■問 
関
口
（
緯
／
胃
碓47 
0
0
4
9
）。

怯
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
・

冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ

ん
か

①
オ
ー
イ
！
冬
鳥
く
ん

　
広
々
と
し
た
手
賀
沼
の
水
辺
や
水

田
風
景
の
中
を
散
策
し
て
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
も
う
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

10

15

正
午
。

※
雨
天
時
は
中
止
。

■場 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
柏
市
）。

■対 
一
般
親
子
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
）。

■申 
1
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
電

10

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
担
当
・
戸
松
（
緯
0
4
―
7
1
9

1
―
1
9
2
3
）。

②
初
心
者
も
楽
し
め
る
ラ
ー
ト
体
験

　
日
本
ラ
ー
ト
協
会
の
指
導
の
も
と
、

ラ
ー
ト
の
技
術
を
初
歩
か
ら
習
得
。

■時 
2
月
　
日
華
・
午
後
1
時
　
分
～

11

30

3
時
。

■場 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
柏
市
）。

■対 
身
長
1
1
5
唖
以
上
の
小
学
生
以

上
の
子
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
1
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

11

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
担
当
・
藤
本
。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

27

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
そ
う
ふ
け
っ
ぱ
ら
の
キ
ツ
ネ

に
出
会
う
里
山
散
策
シ
リ
ー
ズ

「
第
4
回
オ
シ
ド
リ
や
カ
ワ
セ

ミ
に
も
会
お
う
」

　
身
近
に
ひ
そ
む
小
鳥
た
ち
や
水
辺
、

原
っ
ぱ
の
鳥
た
ち
に
会
い
ま
し
ょ
う
。

噛
講
師
…
間
野
吉
幸
さ
ん
（
我
孫
子

野
鳥
を
守
る
会
会
長
）。

■時 
2
月
2
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

15

正
午
。

※
雨
天
時
は
中
止
。

■場 
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
北
口
ロ
ー

タ
リ
ー
に
集
合
。

■対 
ど
な
た
で
も
。

■定 
　
人
。

40
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
、
中
学

生
以
下
無
料
）。

■他 
暖
か
い
服
装
で
飲
み
物
、
あ
れ
ば

双
眼
鏡
を
持
参
。

■申 
2
月
1
日
画
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
左
記
へ

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
事
務
局
（
☎

0
8
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6
7
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

）。

怯
青
空
保
育
「
つ
く
し
ん
ぼ
」

体
験
会

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
自
然
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
親
子
で
光
と
風
と

土
を
感
じ
つ
つ
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

市
史
編
さ
ん
講
演
会

「
印
西
牧
の
開
発
と
野
馬
堀
の
構
築
」

　
江
戸
時
代
の
印
西
に
所
在
し
た
幕

府
直
轄
牧
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
埋

も
れ
て
い
た
新
た
な
事
実
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。
当
時
の
牧
絵
図
も
特
別

公
開
し
ま
す
（
当
日
自
由
参
加
）。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

10

30

　
時
　
分
。

11

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
佐
々
木
克
哉
氏
（
千
葉
県

史
・
印
西
歴
史
読
本
執
筆
者
）。

■対 
年
齢
不
問
、
歴
史
に
関
心
の
あ
る

人
（
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
）。

■費 
無
料
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
資
料
整
理
作

業
所
（
緯
碓40 
3
5
0
0
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
日
本
と
異
な
る
文
化
や
習

慣
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
2
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
3
時

21

　
分
。

30■場 
小
林
コ
ミ
ュ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
小
林

北
）。

講
座
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

　去る12月2日、佐倉市岩名運動公園陸上競技場か
ら滝野小・中学校前を折り返す35.21娃のコースで
「第82回印旛郡市駅伝競走大会」が開催されました。
　今大会では、印西市の各チームが下記のとおり優
秀な成績を納めました。
葛一般（Aチーム・Bチーム）の部優勝…印西市
葛中学校（Aチーム）の部2位…印西中学校
葛中学校（Bチーム）の部優勝…木刈中学校
　なお、詳細については印西市体育協会ホームペー
ジ（http://inzai-taikyo.jp）をご覧ください。

「第82回印旛郡市駅伝競走大会」で
印西市各チームが大健闘

　印西市立図書館全館は、2月3日蚊
～7日牙に蔵書点検を行うため休館
します。
　「蔵書点検」は、年に一度、図書・
雑誌・CD・DVDなど、現在約56万
点ある図書館のすべての資料を1点
ずつ点検する作業です。
　この期間に、みなさんに確実に資料
を提供するため、資料が所定の棚にあ
るか、紛失していないかを確認し、書
棚の整理なども行います。
　蔵書点検期間中は、市立図書館全館
を休館するため、利用者のみなさんに
は大変ご不便をおかけしますが、ご理
解ご協力をお願いします。
■問 大森図書館（緯碓42 8686）。

「蔵書点検」のため
　　　図書館を休館します



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

線
3
6
2
）。

ご
み
減
量
・
分
別
講
習
会

　
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
の
み
な

さ
ん
を
対
象
に
ご
み
の
減
量
・
分
別

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
の
仕
方
、
ご
み
の
処

理
方
法
な
ど
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
は
、
ご
み
分
別
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
登
録
も
で
き
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
我
・
午
後
2
時
～
。　

13

■場 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

（
大
塚
1
―
1
―
1
）。

■内 
印
西
地
区
の
ご
み
処
理
の
現
状
、

工
場
見
学
、
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
、

出
し
方
ほ
か
。

■対 
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
在
住
の

人
。

■定 
　
人
。　

40
■申 
2
月
8
日
画
ま
で
に
、
電
話
・
F

A
X
・
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
F
A
X
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

■問 
印
西
地
区
ご
み
減
量
推
進
連
絡
会

事
務
局
（
緯
碓46 
2
7
3
2
・
胃
碓47 
1

7
6
5
・
■メール g

y
o
u
m
u
@
in
k
an
-

jk
.o
r.jp

）。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会

　
み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
家
庭
ご

み
、
資
源
物
が
ど
の
よ
う
に
選
別
さ

れ
、
処
理
・
再
生
さ
れ
て
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
見
学
会
で
は
、
ご
み
処
理
施

設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど
を
見
学

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
ご
み
の
分

別
と
、
減
量
化
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
ご
み
焼
却
熱
を
地
域
冷
暖
房
に
利

用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

も
見
学
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
み
問
題
や
環
境
に

つ
い
て
学
習
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ

犬
の
登
録
事
務
を

　
中
央
駅
前
出
張
所
と

　
　
　
牧
の
原
出
張
所
で
開
始

　
2
月
1
日
か
ら
、
中
央
駅
前
出
張

所
お
よ
び
牧
の
原
出
張
所
で
も
受
付

業
務
を
開
始
し
ま
す
。
犬
の
登
録
申

請
と
手
数
料
を
預
か
り
、
後
日
、
環

境
保
全
課
環
境
指
導
班
よ
り
鑑
札
や

注
射
済
票
を
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
役
所
環
境
保
全
課
環
境

指
導
班
、
印
旛
支
所
地
域
づ
く
り
課
、

本
埜
支
所
地
域
づ
く
り
課
、
滝
野
出

張
所
で
も
受
付
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。　
　
　

胸
取
扱
業
務
…
次
の
と
お
り
。

▼
犬
の
鑑
札
の
交
付
（
登
録
手
数
料

3
街
0
0
0
円
）

▼
犬
の
鑑
札
の
再
交
付
（
再
交
付
手

数
料
1
街
6
0
0
円
）

▼
注
射
済
票
の
交
付
（
手
数
料
5
5

0
円
）

▼
注
射
済
票
の
再
交
付
（
再
交
付
手

数
料
3
4
0
円
）

▼
登
録
事
項
変
更
届
出
書
の
受
付

（
転
入
、
転
居
、
所
有
者
変
更
・
犬

の
名
前
の
変
更
な
ど
）

▼
死
亡
届
の
受
け
付
け

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
（
開

16

場
は
0
時
　
分
～
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■内 
大
会
式
典
、
講
演
（
手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
通
訳
あ
り
）。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 

0
2
9
4
）。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
千
葉
主
催

　
　
　
　
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
と
は
、
ご
家

庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
、
ご
不
要
な

食
品
な
ど
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

福
祉
施
設
や
団
体
、 困
窮
 す
る
個
人

こ
ん
き
ゅ
う

な
ど
に
無
償
で
提
供
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
印
西
市
に
お
い
て
も

左
記
の
期
間
、
回
収
窓
口
を
設
置
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

■時 
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
1
月

　
日
峨
～
2
月
　
日
牙
・
午
前
9
時

15

28

～
午
後
5
時
に
受
け
付
け
。

平成２５年（２０１３）１月１５日号（４）

■場 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
受
け
付
け
。

胸
ご
寄
付
い
た
だ
き
た
い
食
品
…
米
、

パ
ス
タ
、
乾
物
、
保
存
食
品
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、
常

温
で
保
存
可
能
で
、
賞
味
期
限
が
1

カ
月
以
上
あ
る
も
の
。

■問 
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
（
緯
0
4
3

―
3
7
5
―
6
8
0
4
）、
印
西
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2
9

4
）。

な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
当
日
は
、
市
民
活
動
団
体
「
温
暖

化
防
止
印
西
」
の
み
な
さ
ん
が
ご
案

内
し
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
～
午
後

14

4
時
。

■場 
印
西
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
午
前

9
時
ま
で
に
集
合
。
受
け
付
け
後
、

バ
ス
で
移
動
。

■内 
▼
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
一

般
廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
／
大
塚
）
▼

㈱
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
・

熱
供
給
事
業
本
部
（
焼
却
場
の
余
熱

を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
／
大
塚
）

▼
印
西
地
区
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
（
埋
め
立
て
処
分
／
岩
戸
）
▼
㈱

佐
久
間
・
印
西
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
古
紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
中
間
処
理
／
松
崎
台
）
▼
㈱
印

旛
共
進
（
ビ
ン
・
カ
ン
な
ど
の
中
間

処
理
／
小
林
）
を
見
学
。

■対 
印
西
市
民
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
弁
当
、
筆
記
用
具
を
持
参
。

■申 
2
月
7
日
牙
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
ク
リ
ー
ン
推
進
課

窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

第
　
回
印
西
市
社
会
福
祉
大
会

27
　
市
民
の
み
な
さ
ん
す
べ
て
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
幸
せ
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
な
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
会
に
お
い
て
地
域
福
祉

の
推
進
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
み

な
さ
ん
の
表
彰
も
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
会
式
典
後
に
〝
車
い

す
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
〟
と
し
て
話
題

と
な
っ
た
佐
野
有
美
氏
を
招
き
、

『
私
が
「
出
会
い
」
を
語
る
な
ら
～

出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
と
支
え
合
い

に
つ
い
て
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
手
足

に
障
害
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
か

ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
人
々
の
優
し
さ

や
愛
情
、
勇
気
や
希
望
な
ど
素
晴
ら

し
い
出
会
い
や
支
え
合
い
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

パート衛

福
祉

環
境

粗大ごみの収集・直接搬入
燃やさないごみ・有害ごみの直接搬入

2月9日臥～17日蚊
お休みします

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
粗
大
ご
み
・

燃
や
さ
な
い
ご
み
処
理
施

設
の
定
期
修
繕
を
2
月
9

日
臥
～
　
日
蚊
に
実
施
し

17

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
修
繕
期

間
中
は
次
の
業
務
を
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
粗
大
ご
み
】

　
修
繕
期
間
中
の
粗
大
ご

み
の
収
集
お
よ
び
直
接
搬

入
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
の
受
付
業
務

は
修
繕
期
間
中
も
行
っ
て

い
ま
す
。
粗
大
ご
み
収
集

事
務
所（
緯
碓80 
8
6
8
6
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
燃
や
さ
な
い
ご
み
・
有
害

ご
み
】

　
修
繕
期
間
中
の
燃
や
さ

な
い
ご
み
お
よ
び
有
害
ご

み
の
直
接
搬
入
を
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
燃
や
す
ご
み
・
燃
や
さ

な
い
ご
み
お
よ
び
有
害
ご

み
の
集
積
所
の
収
集
は
、

通
常
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事

業
組
合（
緯
碓46 
2
7
3
2
）、

ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー

ン
推
進
班
（
緯
内
線
3
8

3
）。

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フ
リーアクセス）が無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったとき
や、もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、
通話料は利用者負担となります。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメー
ル配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あ
らかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信
料、メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細については、市ホームページ
（http://www.city.inzai.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

 防災行政無線無料テレホンサービス 

▲ QRコードも
利用可です

怯東日本大震災の被災により住宅を解体した人へ
　東日本大震災の被害により、居住していた住宅を
解体した場合、被災者生活再建支援制度の対象とな
る場合があります。
■申 締め切りは、平成26年4月10日までです。
怯東日本大震災の被災により住宅の地盤を復旧し
　た人へ
　東日本大震災による液状化などにより被害を受け
た住宅で、住宅の地盤復旧（基礎の修復を含む）を
行った場合は、印西市液状化等被災住宅再建支援事
業の対象となる場合があります。
■申 締め切りは、平成26年4月10日までです。
　それぞれ該当する人は、下記までご相談ください。
■問 社会福祉課厚生班（緯内線255）。

東日本大震災被災者支援
各種制度をご活用ください

　市では、ホームページのトップページ
に、自社のホームページへのリンクがで
きるバナー広告の掲載を希望する企業な
どを募集しています。
胸掲載料…次のとおり。
【市内に事業所を所有する企業】
　月額12,000円。
【市外に事業所を所有する企業】
　月額15,000円。
※掲載要綱など、詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

企業のPRに活用できま企業のPRに活用できますす

 市のホームページに
バナー広告を募集中 



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（５）平成２５年（２０１３）１月１５日号

　
昨
年
3
月
を
も
っ
て
閉
館
し
た

「
い
ん
ざ
い
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
」。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｄ
Ｕ
い
ん
ざ
い
産

学
官
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
行
っ

て
い
た
事
業
を
発
展
的
に
引
き
継
ぐ

形
で
、
現
在
活
動
し
て
い
る
施
設
が

「
Ｔ
Ｄ
Ｕ
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
同
セ
ン

タ
ー
）
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
東
京
電
機
大
学
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷

地
内
に
あ
り
、
市
と
大
学
の
協
力
に

よ
り
設
置
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
。

▼
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

　 市 の
し

 ホ ー ム  ペ ー ジ に
ほ む ぺ じ

 アクセス し、
あ く せ す

 トップ 
と っ ぷ

 ペ ー ジ にある「
ぺ じ

 印西市 に
いんざいし

ついて」の「For foreigners」を 見 てください。
み

　『 広報 いんざい』１
こうほう

 日号 の
にちごう

 英語 による
え い ご

 ダイジェスト 
だ い じ ぇ す と

 版 が、
ばん

 市役所 、
しやくしょ

 各支所 ・
かくししょ

 出張所 ・
しゅっちょうじょ

 公民館 ・
こうみんかん

 図書館 にありますので
としょかん

 見 てください。
み

 問 い
と

 合 わせ：
あ

 企画政策課  企画政策班 （
きかくせいさくか きかくせいさくはん

 電話 ０４７６－４２－５１１１・
でんわ

 内線 
ないせん

４７３）。

小
林
駅
南
口
駅
前
広
場
の
整
備

に
伴
う
都
市
計
画
の
変
更
に
関

す
る
説
明
会

　
小
林
地
区
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
る
駅
圏
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
良
好
な
居
住
環
境
の
保
全
、
交

通
結
節
機
能
の
向
上
、
商
業
活
性
化

な
ど
、
駅
圏
の
特
性
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
駅
周
辺
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
小
林
駅
南
口
駅
前
広
場
の

整
備
を
行
う
た
め
、
必
要
な
都
市
計

画
変
更
（
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・

1
1
小
林
駅
南
口
線
お
よ
び
用
途
地

域
）
を
行
う
予
定
で
す
（
右
下
図
参

照
）。
　
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
都
市
計
画

案
を
作
成
す
る
参
考
と
す
る
た
め
、

以
下
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

19

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■定 
　
人
。

50
※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
都
市
計
画
課
計
画
班
（
緯
内
線
7

6
6
）。 都

市　「高年齢者等の雇用の安定等に関する法
律」（高年齢者雇用安定法）の一部が改正さ
れ、4月1日から施行されます。改正点は次
のとおりです。
①継続雇用制度の対象を限定できる仕組み
　の廃止
②継続雇用制度の対象者を雇用する企業の
　範囲の拡大
③義務違反の企業に対する公表規定の導入
④高年齢確保措置の実施および運用に関す
　る指針の策定
　また、すべての事業主は、法定雇用率以上
の割合で障害者を雇用する義務があります
（「障害者の雇用の促進等に関する法律」）。
この法定雇用率が4月1日から0.2％引き上
げられます。事業主のみなさんは、ご注意く
ださい。
■問 ハローワーク成田（緯碓27 8609）。

「高年齢者雇用安定法」改正と
障害者雇用率の変更

For Foreign Residents
　～How to Get Useful Information～
Access the city website and see “For foreigners” in “Inzai-shi ni 
tsuite” on the top page. 
Find “INZAI NEWSLETTER”, the English digest of Koho Inzai 1 Nichi-
Go, at city hall, city branch offices, community centers and libraries. 
Inquiry : Planning and Policy Division, Kikaku Seisaku-ka
　　　　（Tel：0476－42－5111，Ex.473）

 外国人 のみなさんへ～
がいこくじん

 生活 に
せいかつ

 役立 つ
や く だ

 情報 ～
じょうほう

 Please have a look 鎧
噛
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に
噛

　
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の
申
告
期
限
は
、
1
月
　
日
牙
ま
で
で
す
。

31

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
（
個
人
・
法
人
）
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
3
3
2
・
3
3
3
）。

新新新新新新新新新新
しししししししししし
いいいいいいいいいい
ビビビビビビビビビビ
ジジジジジジジジジジ
ネネネネネネネネネネ
スススススススススス

 新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ののののののののののの形形形形形形形形形形

をををををををををを
生生生生生生生生生生
みみみみみみみみみみ
出出出出出出出出出出

　
　
　
　
　
　
　
形
を
生
み
出
すすすすすすすすすすす

…
地
域
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
、
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
新
し
い
技
術
・
市
場
な
ど
の
開
発
）

を
創
出
。
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
 事
業

を
計
画
し
実
施
す
る
。

▼
産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
事
業
…
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
な
る
、
産
学

連
携
ま
た
は
※

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
※
設
立
し
て
間
も
な
い
新
企
業

に
経
営
技
術
・
人
材
な
ど
を
提
供
し
、

 Ｔ
Ｄ
Ｕ
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

育
成
す
る
こ
と
）
の
た
め
の
貸
室

（
４
室
）
を
設
置
し
、
運
営
す
る
。

▼
交
流
会
・
研
究
会
事
業
…
多
様
な

人
材
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
場
（
交
流

会
）
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

を
事
業
化
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
（
研

究
会
）
を
提
供
。

▼
経
営
相
談
・
支
援
事
業
…
起
業
や

経
営
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
登
録

し
た
人
に
は
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て

継
続
的
な
経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
セ
ミ
ナ
ー
事
業
…
東
京
電
機
大
学

と
協
力
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

諸
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
こ
う
し
た
起
業
活
動
に
よ

り
、
放
射
線
量
に
応
じ
て
色
を
変
化

で
き
る
「
放
射
線
量
を
可
視
化
す
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
製

品
化
が
進
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
あ
り
ま
す
。

　「
こ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
け

ど
、
商
品
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」

「
起
業
を
し
た
け
ど
、
集
客
に
つ
い

て
相
談
で
き
る
窓
口
は
な
い
か
な
」

な
ど
、
お
悩
み
の
人
は
、
ぜ
ひ
同
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
Ｔ
Ｄ
Ｕ
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー
（
印
西
市
武
西
学

園
台
2
―
1
2
0
0
・
東
京
電
機
大

学
内
・
緯
／
胃
碓46 
9
5
5
5
・
■ＨＰ h

t

tp
://w

w
w
.ti2
a
c
.o
rg
/

）。

11月に開催され
た交流会（左）と
東京電機大学内の
施設見学の様子

▲ＴＤＵいんざいイノベーション推進セ
ンターは東京電機大学内にあります

　
去
る
　
月
　
日
、「
第
7
回
印
西

11

27

小
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」
が
松
山
下

運
動
公
園
で
開
催
。

　
周
回
コ
ー
ス
に
は
色
と
り
ど
り
の

各
校
の
ぼ
り
旗
が
立
ち
並
び
、
保
護

者
や
応
援
児
童
が
熱
い
声
援
を
送
る

中
、
過
去
最
多
と
な
る
女
子
　
チ
ー

34

ム
、
男
子
　
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が

35

力
走
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
箱
根
駅
伝
で
も
活
躍
し

て
い
る
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技
部
男

子
長
距
離
選
手
三
人
が
伴
走
係
と
し

て
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。　
　
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

【
総
合
・
女
子
】

①
高
花
小
A
②
内
野
小
A
③
木
刈
小

A
④
小
倉
台
小
A
⑤
木
下
小
A
⑥
滝

 第
7
回
印
西
小
学
校
駅
伝
競
走
大
会

女
子
は
高
花
小
が
三
連
覇
、
男
子
は
滝
野
小
が
二
連
覇
 

野
小
A
⑦
い
に
は
野
小
A
⑧
原
山
小

A【総
合
・
男
子
】

①
滝
野
小
A
②
小
倉
台
小
A
③
原
小

A
④
い
に
は
野
小
A
⑤
西
の
原
小
A

⑥
大
森
小
A
⑦
木
刈
小
A
⑧
い
に
は

野
小
B

【
区
間
賞
・
女
子
】

▼
1
区
…
山
田
桃
子
（
木
刈
小
A
）

▼
2
区
…
戸
村
真
梨
（
高
花
小
A
）

▼
3
区
…
川
村
妃
代
（
内
野
小
A
）

▼
4
区
…
大
串
の
あ
（
内
野
小
A
）

▼
5
区
…
中
川
瑞
貴
（
高
花
小
A
）

【
区
間
賞
・
男
子
】

▼
1
区
…
水
原
理
玖
（
滝
野
小
A
）

▼
2
区
…
大
谷
拓
海
（
滝
野
小
A
）

▼
3
区
…
諸
橋
主
大
（
原
小
A
）

▼
4
区
…
石
﨑
拳
大
（
い
に
は
野
小

A
）

▼
5
区
…
山
下
雅
弘
（
い
に
は
野
小

A
）

【
チ
ー
ム
敢
闘
賞
】

〈
女
子
〉
本
埜
第
二
小
A

〈
男
子
〉
船
穂
小
A

■問 
指
導
課
指
導
班
（
緯
内
線
5
3
1

～
5
3
4
）。

▲元気よく選手宣誓

▲女子のスタート

▲たすきを受け継いで走り出す次の走
者。あとは任せろ！

胸都市計画変更予定箇所図胸

ＪＲ小林駅

変更予定箇所
（道路・用途地域）

都市計画道路3・4・11
小林駅南口線
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も
た
ち
（
稚
児
）
が
平
安
貴
族

調
の
衣
装
を
ま
と
い
、
深
ま
る

秋
の
穏
や
か
な
日
差
し
の
中
を

保
護
者
と
共
に
ゆ
っ
く
り
と
歩

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
後
ろ
を

 裃

姿

 
の
人
々
、
色
と
り
ど
り

か
み
し
も
す
が
た

の
法
衣
を
ま
と
っ
た
僧
侶
た
ち
、

松
虫
寺
の
岩
井
宏
純
住
職
が
続

き
ま
す
。
こ
の
稚
児
た
ち
は

 天
部
 か
ら
お
祝
い
に
使
わ
さ
れ

て
ん
ぶ

た
使
者
と
の
こ
と
。
境
内
に
着

く
と
、
い
っ
た
ん
御
柱
の
前
で

読
経
。
そ
し
て
、
住
職
と
僧
侶

た
ち
が
薬
師
堂
内
に
入
り
、
法

要
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
唱
え
ら
れ
る
読
経
と
打
ち
鳴

ら
さ
れ
る
太
鼓
の
音
に
包
ま
れ

る
中
、
自
然
と
手
を
合
わ
せ
頭

を
垂
れ
る
…
厳
粛
な
雰
囲
気
で

離
し
た
七
形
体
は
国
内
で
も
非
常

に
 稀
 で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も

ま
れ

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
貴

重
な
七
仏
薬
師
像
を
拝
見
で
き
る

の
は
、
な
ん
と
　
年
に
一
度
だ

33

け
！
そ
し
て
、
幸
運
な
こ
と
に
、

平
成
　
年
　
月
　
日
に
御
開
帳
さ

24

11

18

れ
る
と
伺
い
「
ぜ
ひ
と
も
拝
見
し

た
い
！
」
と
思
い
参
じ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
早
朝
か
ら
多
く
の
参

拝
者
が
来
訪
。
境
内
中
央
に
は
、

長
野
の
善
光
寺
の
御
開
帳
で
立
て

ら
れ
る
 回
向
柱
 の
よ
う
な
御
柱
が

え
こ
う
ば
し
ら

立
て
ら
れ
、
御
柱
か
ら
は
 御
手
綱
 

お

た

づ

な

が
薬
師
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
薬
師

如
来
坐
像
の
御
手
に
結
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
何
で
も
、
こ
の
綱
を
握

る
と
如
来
さ
ま
と
握
手
し
た
こ
と

に
な
る
と
か
。
わ
た
し
も
し
っ
か

り
と
握
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
法
要
に
先
立
ち
、
稚
児
行
列
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
約
　
人
の
子
ど

50

 三
十
三
年
に
一
度
の
お
披
露
目

　
松
虫
寺
の
御
開
帳
と
稚
児
行
列

広報レポーター： 中谷  
な か や

 久美好 （内野）
く み こ

晩
秋
の
す
が
し
き
部
屋
に
写
経
せ
ん
と
墨
を
す
り
を
り
只
無
心
に
て

大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

入
海
と
紛
ふ
が
ご
と
く
広
ご
れ
る
涸
沼
に
ひ
と
日
寒
き
雨
降
る

木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

空
と
海
け
じ
め
の
な
き
ま
で
雨
の
降
る
大
洗
港
潮
の
香
の
す
る

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

雨
の
降
る
小
暗
き
道
に
色
冴
ゆ
る
石
蕗
の
花
あ
た
た
か
に
見
ゆ

大
　
森
　
　
　
三
ツ
木
絹
江

冬
枯
れ
し
野
に
雨
後
の
陽
は
か
が
や
き
て
福
良
雀
に
温
も
り
与
ふ

　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

選
挙
戦
事
多
き
年
暮
れ
て
ゆ
く

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

原
発
や
人
な
き
村
の
年
暮
る
る

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

裸
灯
の
手
締
め
に
揺
る
る
羽
子
板
市

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

さ
て
何
処
へ
行
こ
う
か
赤
い
マ
フ
ラ
ー
し
て小
　
林
　
　
　
池
田
　
恭
子

電
線
に
佛
顔
し
て
寒
雀

原
　
　
　
　
今
野
　
　
肇

　
松
虫
寺
（
松
虫
7
）
は
『
奈
良

時
代
、
聖
武
天
皇
の
第
三
皇
女
・

松
虫
姫
は
重
い
病
に
苦
し
ん
で
い

た
が
、
夢
に
現
れ
た
薬
師
如
来
の

お
告
げ
に
従
い
、
下
総
国
（
現
千

葉
県
）
の
萩
原
郷
（
旧
印
旛
村
）

に
下
り
、
薬
師
仏
に
祈
り
続
け
る

う
ち
に
病
が
完
治
し
た
。
喜
ん
だ

聖
武
天
皇
は
、
僧
・
行
基
に
七
仏

薬
師
を
造
ら
せ
、
寺
を
建
立
し
松

虫
寺
と
名
付
け
た
』
と
い
う
言
い

伝
え
が
残
る
古
刹
で
す
。
本
尊
の

七
仏
薬
師
像
は
カ
ヤ
材
の
 一
木
 

い
ち
ぼ
く

 造
 で
、
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
　
・

づ
く
り

54

3
唖
）
が
1
体
、
木
造
薬
師
如
来

坐
像
（
　
唖
）
が
6
体
と
い
う
組

38

み
合
わ
せ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
分

掲載情報は12月26日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
北
総
花
の
丘
公
園
の
南
側
の
長

細
い
緑
地
を
歩
い
て
行
く
と
、
東

側
に
チ
ャ
ペ
ル
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
こ
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
神
学

部
が
あ
る
東
京
基
督
教
大
学
（
内

野
3
―
3
0
1
―
5
）
で
す
。
同

大
学
は
、
前
身
の
短
大
が
1
9

8
9
年
に
東
京
都
か
ら
現
在
の

場
所
に
移
転
。
翌
年
に
大
学
と

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
緑
溢
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

校
舎
以
外
に
チ
ャ
ペ
ル
、
国
際

宣
教
セ
ン
タ
ー
館
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
の
資
料
が
非
常
に
充
実

し
た
図
書
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
チ
ャ
ペ
ル
は
宗
教
画
が
描

か
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
印

象
的
で
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と

高
い
天
井
が
生
み
出
す
響
き
に

よ
り
、
ふ
く
よ
か
な
音
が
奏
で

ら
れ
る
優
れ
た
音
楽
ホ
ー
ル
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内

に
は
見
事
な
桜
並
木
も
あ
り
、

春
に
は
「
大
学
の
事
務
局
に
気

軽
に
一
声
か
け
て
頂
け
れ
ば
訪

れ
る
こ
と
も
か
ま
わ
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
同
大
学
は
全
寮
制
で
、
生

活
・
信
仰
・
学
問
が
統
合
さ
れ

た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
一
学
年
　
人
、

40

専
任
教
員
1
人
あ
た
り
の
学
生

数
は
7
人
と
い
う
少
人
数
教
育

で
、
4
人
に
1
人
が
海
外
か
ら

の
留
学
生
で
す
。
彼
ら
と
共
に

寮
で
生
活
し
、
学
ぶ
こ
と
で
文

化
や
言
語
を
超
え
た
交
流
を
経

験
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
多
く
は
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
で
な
く
て
も
　
月
12

に
な
る
と
な
ん
と
な
く
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
取
材
当
日
の
　
月
　
日
も
、

12

14

同
大
学
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
が
大
チ
ャ
ペ
ル
で
、

夜
7
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴

奏
に
よ
る
混
成
合
唱
「
主
よ
人

の
望
み
の
喜
び
よ
」
か
ら
始
ま

り
ア
ベ
マ
リ
ア
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ン
タ
ー
タ
な
ど
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
ち
な
ん
だ
曲
が
お
よ
そ
1

し
た
。
法
要
後
、
市
外
か
ら
稚
児

行
列
に
参
加
し
て
い
た
菅
澤
さ
ん

夫
妻
と
二
人
の
お
子
さ
ん
た
ち
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
「
記
念
に

な
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
檀
家
総
代
で
、
御
開
帳
の
実
行

委
員
長
も
兼
ね
る
大
須
賀
光
淑
さ

ん
に
よ
る
と
「
こ
の
御
開
帳
に
合

わ
せ
3
年
前
よ
り
地
元
の
檀
家
の

み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
を
集
め
、
痛

ん
だ
本
殿
の
回
廊
の
修
復
計
画
を

進
め
て
き
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

　
午
後
に
催
さ
れ
た
奉
納
演
芸
会

も
地
元
の
み
な
さ
ん
の
企
画
だ
そ

う
で
す
。
稚
児
行
列
の
先
導
や
駐

車
場
の
警
備
な
ど
に
当
た
っ
て
い

た
の
も
地
元
の
消
防
団
の
方
々
で

し
た
。
御
開
帳
が
、
地
元
に
根
付

い
た
大
切
な
行
事
で
あ
る
こ
と
が

伺
わ
れ
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
守
ら

れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

時
間
半
に
わ
た
り
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
出
演
は
大
学
関
係
者
の
合
唱

団
　
人
ほ
ど
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

30
な
雰
囲
気
で
し
た
が
、
司
会
進
行

の
稲
垣
俊
也
さ
ん
は
ご
自
身
も
美

し
い
バ
リ
ト
ン
の
声
を
響
か
せ
な

が
ら
指
揮
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
最
後
に
4
0

0
人
近
く
い
た
聴
衆
が
「
ハ
レ
ル

ヤ
コ
ー
ラ
ス
」
を
全
員
で
歌
っ
た

時
で
し
た
。
ま
る
で
申
し
合
わ
せ

た
よ
う
に
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

会
場
に
響
き
渡
っ
た
の
で
す
。
ミ

サ
の
よ
う
な
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
、

わ
た
し
自
身
も
神
聖
な
空
気
に
触

れ
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
公
開
講
座
や
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
一

般
の
人
で
も
参
加
が
可
能
で
す
。

こ
う
し
た
機
会
に
も
学
園
を
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■問 
東
京
基
督
教
大
学
（
緯
碓46 
1
1

3
1
）。

広報レポーター：
 佐々木  
さ さ き

 護 （木刈）
まもる 東京基督教大学

葛
高
い
鐘
楼
が
特
徴
の
チ
ャ
ペ
ル

（
上
）
と
校
舎
の
外
観

▲コンサートは楽しくも荘厳な雰囲気

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

臼電子ピアノ（無料）②ハイローベット＆チェア（４千円）③バストロンボーン
（６万円程度）④ノートパソコン（１万円）⑤電子レンジ（４千円）⑥プリンター
用のインク（2個で1千円）⑦セラミックヒーター⑧和風家具調こたつ⑨。

①大森小学校男子体操服②ピアノ（アップライト）③印西中学校の女子用制服と運動
着④しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）
⑤天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦  ベビーカー⑧補聴器。

▲本尊の七仏薬師
像。その右手の御
手綱が伸びて…閣

▲このように本堂前の御
柱につながっていました

▲稚児行列に参加す
る親子
葛本堂で行われた法
要の様子
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